
３月１日(金)、国土交通省航空局が開催した「第２回 航空整備士・
操縦士の人材確保・活用に関する検討会（参考：NEWS EXPRESS25-
37）」において、航空連合・内藤会長が職場の現状を踏まえ、今後
取り組むべき課題に関する航空連合の考え方を強く発信しました。
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航空連合の考え方を説明する内藤会長

＜航空連合の考え方＞
１．「乗員政策等検討合同小委員会とりまとめ（2014年10月）」の中長期的な対策を

確実に実行すること。また、施策の実行体制や詳細スケジュールを再度検討し、
本検討会にて定期的な進捗管理を行うこと。

２．現有人材が生産性を高めて働くことができる環境が重要であり、整備業務全般に
おける生産性向上施策を確実に推進すること。

３．人材確保について官民連携で、官がより積極的に関わり、施策を推進すること。

この日は定期航空協会
やANA・JALなどから
も説明がおこなわれ、
それらも踏まえ、今後
６月ごろのとりまとめ
に向け、議論が進めら
れます。航空連合と
して引き続き、様々な
場において整備士人材
の確保・育成・定着に
資する取り組みを展開
していきます。

https://www.jfaiu.gr.jp/files/news/aca7f36e04c106ede0fa731d8efea109.pdf
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